




















































































3）	 Full	text:	Mahdi	F.	Abdul	Hadi.	ed., Documents on Palestine	vol.	I,	Jerusalem,	1997,	pp.52-55
4）	 委任統治末期の詳しい公式データは，Anglo-American	Committee	of	Inquiry,	A Survey of 





























































































































































14）	 Full	text:	Institute	for	Palestine	Studies	（以下IPS）,	United Nations Resolutions on Palestine and 














































































19）	 Mohammed	Rasheed,	Towards a Democratic State in Palestine: the Palestinian Revolution and 
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（傍点，筆者）からのイスラエル兵力の撤退②公正，かつ，永続
的平和実現にあたりパレスチナ人














































































































































































































































































































道 さ れ た：http://www.aljazeera.com/palestinepapers/；		http://www.guardian.co.uk/world/
series/palestine-papers-documents
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その結果が，2011年９月23日，PLOの国連正式加盟申請とマハムード・
アッバース議長（パレスチナ自治政府大統領）の総会演説だった。同議長
は，グリーン・ラインを国境線とし東エルサレムを首都とするパレスチナ
独立国家樹立を求めると演説し，「パレスチナ人民が，数10年の離散と植民
地支配，終わりなき苦難を乗り越え，ほかの諸国民のように，自由な独立
国に生きる時が来たのだ」と語った。入植地建設については，「２国解決実
現のチャンスをつぶし，パレスチナ自治政府の基盤を堀くずし，その存立
自体を危うくするものだ」と批判した。そして，国連安保理には，パレス
チナが「国連の正規加盟国になることを支持してほしい」と訴えた41）。
だが，これより２日前，アメリカのオバマ大統領は，総会での演説で，
パレスチナの国連加盟を求める安保理決議案には拒否権を行使すると予告
していた42）。
パレスチナ加盟問題は，９月28日，安保理の「加盟審査委員会」に付託
されたが，協議は長引き，11月11日，議長国ポルトガル代表は，委員会が
合意に至らなかったと発表，棚上げとなった。賛成が，ブラジル，ロシア，
インド，中国など８カ国にとどまり，英仏などは，アメリカとの正面衝突
をさけるため，棄権する意向を示したと見られる。こうして，理事会でパ
レスチナの加盟推薦決議が成立する見込みはなくなった。アメリカは「拒
否権行使」の予告だけで，当面，パレスチナの国連加盟阻止に成功した43）。
PLOは，10月31日のUNESCO総会で，多数の賛成を得てその正規メンバ
ーとなり，いくらかの足がかりを得た44）。
パレスチナ問題と国連
41）	 24/9/2011	Haaretz;	BBC.	Full	text は	Haaretz：http://www.haaretz.com/news/diplomacy-
defense/full-transcript-of-abbas-speech-at-un-general-assembly-1.386385
42）	 23/9/2011	サンケイ新聞，ほか
43）	 11/11/2011	Guardian;	Haaretz
44）	 30/10/2011	BBC:	http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-15518173　票決は107-14－
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終わりに
こうして，パレスチナ問題は，久方ぶりに国連での議題として注目を浴
びた。しかし，国連が，近い将来，パレスチナ問題の解決で主要な役割を
はたすことができるかどうかは，まだわからない。アメリカが，長期的に
見た国益に反してまでイスラエルのために拒否権を行使する限り，国連の
役割は限られたものにとどまるだろう。オバマ政権が，2013年１月の第１
期を終える前に，これまでの方針を変える可能性は低い。仮に，共和党候
補が次期大統領選挙に勝てば，アメリカの政策転換は，さらに先延ばしさ
れるだろう。逆に，オバマ大統領再選の場合は，政策転換の可能性も考え
られる。
アメリカ大統領の３選はないから，バラック・オバマは，パレスチナ問
題についても，彼自身の政治信条とアメリカの国益を基に政策判断が可能
になるからだ。歴史的不正によるパレスチナ人の長期にわたる苦難と地域
紛争を放置，アラブと世界のイスラーム教徒を敵にまわし，国際孤立を続
けるには限界がある。唯一の超大国アメリカの相対的な力は低下し続けて
いる。
その時，パレスチナ問題に関わる国連の役割は，あらためて注目される
ことになるだろう。
〈注記〉脚注のサイトは，いずれも2012年１月現在のもの。
